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その後、 1856年になって刑事責任年齢が7歳から 9歳に引き上げられ、 17歳
未満の子どもに対する死刑が禁止されるに至っている D しかしながら、実際に










































































































































































































また、同法では、非行少年 (Delinquent Children) と要保護少年 (Chil-



























































































Y outh Council、後に1983年には TexasY outh Commissionに改名されてい
る)に送致されることになるo そのうえで、適当な矯正施設に最長で18歳に至






































































































































































































第2に事実認定過程における手続について刑事手続法 (Codeof Criminal 







棄(Judicial W aiver) Jの対象年齢が15歳から14歳に引き下げられたことをあ
げることができる。これは死刑相当重罪等の 6罪種に限られているo 次に、制
定法に掲記された特定罪種については自動的に少年裁判所の管轄権を放棄する






















収容プログラムが選択され郡施設等に収容される D 同時に、レベル 1から 4の
処分も併科される。レベル6の少年についてはテキサス州青少年局 (Texas
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